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つの基準でいくと、1908 年（明治 41 年）に、中央慈善協会ができます。その頃は、「慈善事業」
という言葉が使われるわけですし、そのあとは「救済事業」という言葉が使われます。そして、





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































②　1970 年「心身障害者対策基本法」第 25 条の環境醸成論、意欲喚起論の規定と障害者福祉論
③　社会福祉の目的と６つの自立要件（労働的・経済的自立、精神的・文化的自立、身体的・
健康的自立、社会関係的・人間関係的自立、生活技術的・家政管理的自立、政治的・契約
的自立）と自己実現サービス（1978 年）―社会福祉対象論から主体形成論―補充・代替
論の克服
④　アブラハム・マズローの欲求階梯説と自己実現サービスの考え方―権田保之助の娯楽論
⑤　対人援助としての社会福祉学とは設計科学を統合した実践科学であるが、生活者の主体性
確立と「自立」論―ICF の視点でケアマネジメントの手法を活用したソーシャルワークの
展開―生活機能（ICF）の低下予防と改善及び向上に関する実践科学
Ⅳ　「地域における『新たな支え合い』を求めて―住民と行政の協働による新しい福祉」の報
告書が意味するもの
①　「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」の設置と意義と内容
②　稲作農耕という産業構造が創りだした地域の文化、生活館、人間観と今日的課題―「タテ
社会」から「ネットワーキング型ヨコ社会」への転換を図る実践の意味―
③　個別ネットワーク会議を支える福祉コミュニティづくり・ソーシャルサポートネットワー
クづくり
④　日本的地域の“負”の側面の認識とソーシャルインクルージョンおよび福祉教育
Ⅴ　新たな支え合いの地域作りとコミュニティソーシャルワーク機能
①　住民参画による地域福祉計画づくりと地域福祉の 4つの主体形成
②　地域福祉推進のプラットホームづくりと住民の組織化―社会福祉協議会、福祉NPO法人、
社会福祉法人のミッションと役割
③　コミュニティソーシャルワークの機能―問題と資源と人のネットワーキング
④　コミュニティソーシャルワーク機能を展開できるシステムづくり―ナショナルミニマムと
しての国レベルの社会福祉政策とメゾレベルである市町村におけるソーシャルワークを展
開できるシステムづくり及び地域福祉政策
おわりに
　・アガペの像にみられる象徴と込められた願い―海軍博物館から社会福祉館への転換
　・社会事業研究生制度に淵源をもつ日本社会事業大学と建学の精神（「窮理窮行」、「忘我友
愛」、「平和共生」）
　・日本社会事業大学校歌に謳われた理想と日本社会事業大学の教育の伝統
　・憲法前文“全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免れ、平和のうちに生存する権利を
有することを確認する”
